
いよいよ4月を迎えます。春の運動も本番で

す。ＣＵ東京は3月27日に春の学習・交流集会

を開き、学び、運動成功に向けて意思統一をは

かります。中澤秀一准教授から最低賃金の最新

の情勢と闘いの位置付け、個人加盟労組の役割

など、あらためてＣＵ全体のものにして、春の

運動（4月から6月）を成功させます。

取り組みでは、何よりも、ロシアのウクライ

ナ侵略に反対し、ウクライナ国民に連帯し、ロ

シア軍の即時撤退を求め、共同の行動に力を尽

くします。憲法改悪を許さない署名を推進しま

す。要求実現では最賃1500円を求める運動にと

りくみ、ジェンダー平等の前進をめざします。

そのためにもＣＵの組織の拡大強化をはかりま

す。1700人組合を実現します。相談員、並びに

組合の後継者の確保をすすめます。
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春の運動成功させ

1700人組織へ
要求実現のたたかいに確信を高めて

東京地評
「出陣式」・組織拡大交流会

3月17日、東京地評はラパスホールで
春の拡大出陣式.拡大交流会をひらきま

した。コロナ禍の今だからこそ、労働組

合が求められていると意思統一しました。
増勢に向け、足を踏み出すことが必要で

す。cu東京からは宮本副委員長が、3.27

集会を成功させ112人をやり抜き、1700

人達成して大会を迎えたいと決意表明し
ました。



宣伝行動しました

高校生も参加して
CUあだち

CUあだち支部は2月24日、西新井駅と北千

住駅で、春闘勝利を訴え、CU加入リ―フを道

行く人々に配りました。駅頭にはのぼりをは

ためかせマイクをとどろかせました。途中高

校生も何をしているのか質問もでたり、解っ

たのでアルバイト賃金に繋がると一緒にティッ

シュ配りました。10人にふくれ上がりました。

（高島）

共感や励ましの声も
中野支部

CU東京中野支部は、3月5日(土)に宣伝行

動を行いました。毎月定例の宣伝ですが、コ

ロナ感染拡大で中止しており、久々に実施し

ました。最賃1500円要求や春闘のとりくみ、

雇用契約や労働時間などの相談とCU東京への

加入を訴えました。この宣伝には8人が参加

し、CUパンフと春闘ティッシュなど100枚ほ

どを配布しました。共感や励ましが寄せられ

たり、相談したいと話し掛ける人もいました。

CUの宣伝ではいつも反応があり、勇気づけら
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ロシアのウクライナ侵攻に抗議する

ロシアはウクライナから撤退せよ！

ロシアのプーチン大統領は２月２４日、ウ

クライナの東部地域における親ロシア派住民

の権益を擁護し、かつ同地域の親ロシア派勢

力の要請を受けたとの口実を使いウクライナ

への侵攻を決断、ウクライナ各地への攻撃を

開始した。

ウクライナは元々旧ソヴィエト連邦の一員

であったが、ソ連邦の崩壊に伴い１９９１に

独立した国家である。したがって、ロシアが

ウクライナを自国の領土もしくは属国として

支配しようとすることは明白な侵略行為であ

る。過去のウクライナの大統領選においてウ

クライナ国民が、親ロシアよりも親ヨーロッ

パの大統領を選出したことはウクライナ国民

自身の選択であり、いかなる国といえども干

渉することは出来ない。今回、ウクライナが

ＮＡＴＯへの加入を指向していることに対し、

ロシアが快く思わないからといって、ロシア

の意向に強権的に従わせることはウクライナ

の主権を踏みにじることであり、絶対に許さ

れないのである。

今回の侵攻にあたってロシアは核の保有を

脅しに使っているが、被爆国民である私たち

は、こうしたロシアの態度を厳しく糾弾する

とともに、すべての核保有国が核廃絶に向け

て直ちに行動を開始することを改めて要求す

るものである。

また、ロシアがウクライナから直ちに撤退

するよう全世界があらゆる外交努力を積み重

ねるよう求めるとともに、「ロシアは直ちに

ウクライナから撤退せよ」との国際世論を高

めることを求めるものである。

２０２２年２月２５日

コミュニティユニオン東京第６回執行委員会



れます。

また、2月22日(火)には中野春闘共闘の「怒

りの総行動」が行われました。中野春闘共闘は

中野労連と東京土建中野支部が呼びかけて結成

し、毎年の春闘で大きな役割を果たしています。

当日は20人以上が参加して、賃上げ2万5千円、

最賃1500円、中小企業支援などを実現し、生活

改善とともに優しく強い日本経済に転換しよう

と訴えました。CU中野支部から3人が参加しま

した。

東京土建と懇談
支部確立、組織の強化で

協力を要請

3月9日、けんせつプラザ東京を訪ね、東京土

建と懇談しました。東京土建から中村委員長、

小番書記長、唐沢、山本常任が出席、ＣＵから

佐藤委員長、高木書記長はじめ6人が参加しま

した。ＣＵから労働相談に応えていくために、

支部のない地域に支部確立への協力をお願いし

ました。さらに、1年後の結成15年をめざし組

織の強化をめざしていることを伝え、引き続き

ＯＢの方々の協力などはじめ話し合いました。

また、個人加盟の組合の課題について、互いの

運動を交流しました。

「ジェンダー平等ガイドブック」
の活用を

このガイドブックは全労連女性部の実態調査

に基づいて、ジェンダー平等を実現させるため

に達成しなければならないカテゴリーを考察し、

現状を変えるための提言

をしています。

国際基準である「女性差

別撤廃条約」を基本理念

としてとらえることで、

私たちのジェンダー問題

が見えてきます。選択議

定書の批准も急がなけれ

ばなりません。

「誰もが元気に働き続けることができる社会」

を実現するためには何が必要なのでしょうか。

職場での昇進昇格差別・採用差別・賃金差別な

どは間接差別を許さない闘いが必要です。

労働時間規制・ハラスメント防止・子育てや介

護と両立できる仕事の仕方などは、労働環境改

善のための取り組みが必要です。

このガイドブックの活用は、調査による女性

の実態や意見を広め理解するだけではなく

私たちがこれから何を目指して運動をしていく

かを考え、それぞれの労働組合での運動を構築

していくべき道の指標となるものです。

さて、CU東京女性部でもアンケートを実施して、

働き続けることが困難な職場にいる女性（男性

も）とつながっていくことを始めましょうか？

「ジェンダー平等ガイドブックを活用してくだ

さい。」という全労連女性部の方々の思いを共

有し、元気に行動していきましょう！

２０２２年
国際女性デー中央大会

―世界の女性と手をつなぎ、

平和・ジェンダー平等へ―

３月８日国際女性デーは世界の女性たちが

「パンと権利と平和」のためにいっせいに立ち

上がる日です。２０世紀初頭のアメリカの女性

たちの行動がはじまりです。

今年はロシアのウクライナ侵略の最中の女性

デーで、世界でも日本でも平和を求める行動が

展開されました。東京での中央大会は、「かえ

るな憲法！核兵器禁止条約への参加を！いのち・
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くらし・雇用・営業対策を早急に！ひとりぼっ

ちをなくそう！」をスローガンに、オンライン

で開催されました。

記念講演は「ケアするのは誰か？ジェンダー

平等社会の実現を」と題して同志社大学教授の

岡野八代さんが講演しました。コロナ禍でケア

労働の不足が明らかになったと同時に政治がい

かに、ケア従事者の声を反映させてこなかった

か、ケアを貶める異常な姿があると指摘しまし

た。報酬の少なさは、女性が担ってきた介護や

育児を社会化したもので、本音は女がやればい

いと家族に押し付けてきたことに原因があると

話されました。

これからは公的ケアを政治の重要課題の一つ

であると考える人が中心の政治をつくるときに

来ている。長時間労働で、考えない人間をつく

ることが政策の一環としてある今、女性たちが

政府を動かす力を持つことが大事だと結ばれま

した。

交流と連帯のひろばでは、実行委員会団体作

成の動画が流れました。最後にアピールと特特

別決議「ロシアによるウクライナ侵略に抗議し

撤退を求めます」を採択しました。

大会に先立って、３月８日、３時から４時ま

でＪＲ御茶ノ水駅で１５団体４２人の参加でリ

レートークを行い、チラシ５００枚を配布しま

した。横断幕が目を引き、ちらしの受け取りも

よかったです。CU東京は、伊東副委員長、田辺

副委員長が参加しました。

なお中央大会はＹｏｕＴｕｂｅで５月８日ま

で無料で配信しています。３月１０日現在で３

０００人以上の方が視聴しています。ぜひご覧

ください。
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■ロシアがウクライナを侵略し、殺戮を続

けています。2/25ＣＵ東京執行委員会は、

緊急提案し、主権侵害のロシアの武力攻撃

を、厳しく批判する抗議文を、直ちにロシ

ア大使館に送りました。ＣＵはウクライナ

国民に連帯し、ロシア軍の即時撤退を求め

ます。核兵器の使用など断じて許されませ

ん。■ジェンダー平等の前進に向け、ＣＵ

は女性副委員長を責任者に女性会議を確立

しました。日本の格差・貧困の要因の一つ

にジェンダー問題があることは世界からも

指摘されています。寄せられる相談にも反

映しています。労働相談は、その点からも

ますます役割が大きい。■ＣＵは来年、15

周年を迎えます。2009年57人で結成、現在、

1600人です。結成以来の、支部の一つ一つ

の相談が、今日の到達に結びついています。

3/27の春の学習・交流集会では最賃運動の

到達と労働組合の役割を学びます。その力

で春の運動の前進をめざします。
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